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(57)【要約】
【課題】フィードパイプ端部での逆流を効果的に防止す
るとともに、逆流した混合物による堆積物の形成も効果
的に防止することができるスクリュデカンタ型遠心分離
機を提供すること。
【解決手段】円筒部と円錐部で構成された回転ドラムと
、該回転ドラム内に回転可能に設けられたスクリュコン
ベヤと、放出開口部４４を有する放出空間４２へ臨むフ
ィードパイプ３０とを備えて成る、流体を異なる密度層
に継続的に分離するスクリュデカンタ型遠心分離機にお
いて、前記フィードパイプ３０を内包するリング状空間
３８を設けるとともに、該リング状空間３８内で排気方
向に定常的な流れを形成する排気手段５８を流体搬送方
向３２に見て前記放出空間４２の直前に設けた。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　流体を異なる密度層に継続的に分離するスクリュデカンタ型遠心分離機であって、
　低密度層を排出する第１の排出開口部を備えた円筒部と、高密度層を排出する第２の排
出開口部を備えた円錐部とで構成された回転ドラムと、
　該回転ドラム内に回転可能に設けられるとともに、中空軸を備え、該中空軸に設けられ
たスクリュ部により高密度層を前記第２の排出開口部へ搬送するスクリュコンベヤと、
　前記中空軸内にこれと同軸に設けられるとともに、該中空軸内に形成されつつ前記スク
リュ部へ開口した放出開口部を有する放出空間へ臨むフィードパイプと
を備えて成る前記スクリュデカンタ型遠心分離機において、
　前記フィードパイプ（３０）を内包するリング状空間（３８）を設けるとともに、該リ
ング状空間（３８）内で排気方向に定常的な流れを形成する排気手段（５８）を流体搬送
方向（３２）に見て前記放出空間（４２）の直前に設けたことを特徴とするスクリュデカ
ンタ型遠心分離機。
【請求項２】
　前記フィードパイプ（３０）が貫通するガイドパイプ（３４）を設けるとともに、該ガ
イドパイプ（３４）で前記リング状空間（３８）を前記中空軸（２８）内部の中空室（３
６）から画成したことを特徴とする請求項１記載のスクリュデカンタ型遠心分離機。
【請求項３】
　前記ガイドパイプ（３４）を前記中空軸（２８）に固設したことを特徴とする請求項２
記載のスクリュデカンタ型遠心分離機。
【請求項４】
　前記排気手段（５８）の中心部に空気の流入口（６０）を設けるとともに、該流入口（
６０）に前記フィードパイプ（３０）の前記放出空間側の自由端（４０）を挿入したこと
を特徴とする請求項１～３の何れか１項に記載のスクリュデカンタ型遠心分離機。
【請求項５】
　前記排気手段（５８）を回転ポンプの可動翼（６２）で形成したことを特徴とする請求
項４記載のスクリュデカンタ型遠心分離機。
【請求項６】
　前記可動翼（６２）を前記中空軸（２８）と一体に形成するとともに、前記中空軸（２
８）の回転方向（ｒ）へ回転する際に前記スクリュ部（２６）方向へ排気できるよう前記
流入口（６０）から径方向へ向かって湾曲させた排気通路（６４）を設けたことを特徴と
する請求項５記載のスクリュデカンタ型遠心分離機。
【請求項７】
　前記排気通路（６４）を前記中空軸（２８）に刻設したことを特徴とする請求項６記載
のスクリュデカンタ型遠心分離機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、請求項１の上位概念に基づく、流体を異なる密度層に継続的に分離するスク
リュデカンタ型遠心分離機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　上記のようなスクリュデカンタ型遠心分離機においては、混合物がフィードパイプから
放出空間へ放出される領域において、乱流或いは過剰な流量によって混合物が中空軸内部
の中空室内へ逆流するとともに、中空室内に堆積物が形成されてしまうという問題がある
。
【０００３】
　又、中空軸の壁面部に複数の開口部を形成し、この開口部からスクリュ部へ堆積物を排
出させるものが知られているが、この場合も、堆積物が時間経過に伴って中空室内の特に
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滞流域に付着し、スクリュコンベヤの回転に不均衡が生じてしまうという問題がある。
【０００４】
　そこで、フィードパイプを、ガイドパイプを貫通させつつ放出空間まで延設させて上記
問題を解消しようとしたものが知られている。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、この場合も、上記問題はその一部が解消されるにとどまり、ガイドパイ
プとフィードパイプの間の比較的狭いリング状空間が逆流する混合物によってつまってし
まうという問題がある。
【０００６】
　本発明は上記問題に鑑みてなされたもので、その目的とする処は、フィードパイプ端部
での逆流を効果的に防止するとともに、逆流した混合物による堆積物の形成も効果的に防
止することができるスクリュデカンタ型遠心分離機を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するため、本発明は、フィードパイプを内包するリング状空間を設ける
とともに、該リング状空間内で排気方向に定常的な流れを形成する排気手段を流体搬送方
向に見て放出空間の直前に設けたことを特徴としている。
【０００８】
　又、本発明の一実施形態は、排気手段の中心部に空気の流入口を設けるとともに、該流
入口にフィードパイプの放出空間側の自由端を挿入したことを特徴としており、又、特に
簡単且つ有効な解決手段として、排気手段を回転ポンプの可動翼で形成したことを特徴と
している。
【０００９】
　更に、本発明は、可動翼を中空軸と一体に形成するとともに、該中空軸の回転方向へ回
転する際にスクリュ部方向へ排気できるよう流入口から径方向へ向かって湾曲させた排気
通路を設けたことを特徴としている。
【発明の効果】
【００１０】
　上記のようなフィードパイプ外周における排気方向の流れにより混合物の逆流が阻止さ
れる。即ち、このような簡単な手段によりリング状空間への逆流を防止することができる
。
【００１１】
　又、フィードパイプが貫通するガイドパイプを設けるとともに、該ガイドパイプでリン
グ状空間を中空軸内部の中空室から画成すれば、リング状空間の断面が比較的小さいこと
により排気方向の流れが加速され、より効果的に混合物の逆流を防止することができる。
【００１２】
　本発明によれば、比較的大きな中空室内に堆積物が形成されることがなく、逆流してく
る混合物が比較的狭いリング状空間につまることもない。即ち、スクリュコンベヤの回転
中は、リング状空間内には常に流れが生じており、堆積物が形成されることがない。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下に本発明の実施の形態を添付図面に基づいて説明する。
【００１４】
　図１に示すように、ケーシング１０内で第１の原動機１６により駆動される回転ドラム
１４が軸受１２により支持されている。この回転ドラム１４は円筒部１８及び円錐部２０
で構成されており、その内部には、第２の原動機２４で駆動され、通常当該回転ドラム１
４より僅かに高速で回転するスクリュコンベヤ２２が回転可能に支持されている。又、こ
のスクリュコンベヤ２２のスクリュ部２６は、搬送方向が円筒部１８から円錐部２０の方
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向となるよう中空軸２８上に立設されている。
【００１５】
　又、中空軸２８の内部にはフィードパイプ３０が延設されており、分離されるべき混合
物は、該フィードパイプ３０内を矢印３２方向へ流通する。又、フィードパイプ３０は、
中空軸２８に固着されたガイドパイプ３４を貫通して設けられているとともに、当該フィ
ードパイプ３０を内包するリング状空間３８を画成している。
【００１６】
　そして、フィードパイプ３０の自由端４０は中空軸２８内に形成された放出空間４２に
臨んでおり、混合物は、放出空間４２からこの径方向に開口した放出開口部４４からスク
リュ部２６へ案内される。
【００１７】
　又、回転ドラム１４の円筒部１８は低密度層５０用の第１の排出開口部４８に設けられ
た堰４６によって画成されており、この第１の排出開口部４８は更にケーシング１０の排
出管路５２に接続されている。一方、円錐部２０には高密度層５２用の第２の排出開口部
５４が設けられており、高密度層５２はスクリュ部２６から図１中の矢印方向へ搬送され
る。
【００１８】
　ところで、図２及び図３には図１における一部の拡大図が示されており、これら図２及
び図３に示すように、放出空間４２のフィードパイプ３０における混合物の流通方向３２
に見た直前に排気手段５８が配置されている。この排気手段５８はその中心部に流入口６
０を備えており、該流入口６０にフィードパイプ３０の自由端４０が挿入されている。
【００１９】
　又、図３に示すように、排気手段５８は回転ポンプの可動翼６２として中空軸２８に一
体的に形成されており、排気手段５８の排気通路６４は、これが中空軸２８の回転方向ｒ
へ回転する際にスクリュ部２６方向へ排気できるよう流入口６０から径方向へ向かって湾
曲して形成されている（図３）。即ち、図２及び図３に示すように、排気通路６４は中空
軸２８に刻設されている。
【００２０】
　尚、本実施の形態によるスクリュデカンタ型遠心分離機は、スクリュコンベヤ２２及び
可動翼６２の回転時にガイドパイプ３４とフィードパイプ３０の間に設けられたリング状
空間３８に常に図２中に破線の矢印で示す排出方向への流れが発生するよう設定されてい
るとともに、スクリュコンベヤ２２及び可動翼６２の回転により混合物の流通方向３２へ
の流れが定常的となるよう設定されている。
【００２１】
　而して、上記のような排気方向への流れを発生させることにより、フィードパイプ３０
の自由端４０から放出される混合物を完全に放出空間４２へ運搬することが可能であり、
リング状空間３８への逆流が防止される。そのため、リング状空間３８内には常に流れが
生じており、堆積物が形成されることがない。又、仮にフィードパイプ３０からの流入流
量Ｖが放出開口部４４からの流出流量Ｖ１より大きいとしても、可動翼６２が発生させる
排気方向への流れによる背圧によってリング状空間３８への逆流を阻止することができる
。
【００２２】
　更に、本実施の形態による破線の矢印で示す方向への流れの形成により、放出開口部４
４からの流出流量Ｖ１を回転ポンプによりスクリュ部２６へ圧送するようフィードパイプ
３０からの流入流量Ｖを大きくすることが可能である。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】本発明によるスクリュデカンタ型遠心分離機のその軸方向断面図である。
【図２】図３のII－II線に沿って示す放出空間近傍の拡大断面図である。
【図３】図２のIII－III線に沿って示す断面図である。
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【符号の説明】
【００２４】
　１０　　　　ケーシング
　１２　　　　軸受
　１４　　　　回転ドラム
　１６　　　　第１の原動機
　１８　　　　円筒部
　２０　　　　円錐部
　２２　　　　スクリュコンベヤ
　２４　　　　第２の原動機
　２６　　　　スクリュ部
　２８　　　　中空軸
　３０　　　　フィードパイプ
　３２　　　　混合物流通方向
　３４　　　　ガイドパイプ
　３６　　　　中空室
　３８　　　　リング状空間
　４０　　　　フィードパイプの自由端
　４２　　　　放出空間
　４４　　　　放出開口部
　４６　　　　堰
　４８　　　　第１の排出開口部
　５０　　　　低密度層
　５２　　　　排出管路
　５４　　　　第２の排出開口部
　５６　　　　高密度層
　５８　　　　排気手段
　６０　　　　流入口
　６２　　　　可動翼
　６４　　　　排気通路
　ｒ　　　　　中空軸の回転方向
　Ｖ　　　　　フィードパイプからの流入流量
　Ｖ１　　　　放出開口部からの流出流量
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【国際調査報告】
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